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評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成

評
価

26
年
度
A

課題
５年間の実施を経て主な事務事業の見直しが進み、審査対象事業が年々減少
していることから、事業選定方法等について見直す必要がある。また、評価結果
や意見がより有効に活用される必要がある。

改善策
事業選定における各局・各区提案や新たな視点を導入する。
市民や有識者の視点や意見を事業の見直し・改善により効果的・効率的に活用
できる仕組みに再構築する。

実
績

(平成26年度)
より有効な議論ができるよう事業数を見直した。また、平成２７年度の審査会において、さらに開催日
数・事業数を見直し、事業選定に各局・各区提案の導入を行うこととした。
平成２６年度以降の見直しとなった事業について、各所管課にヒアリングを行い早期改善に向け調整
を行った。

単年度の
効果額見込
及び実績

26年度 27年度 28年度 29年度

0.5億円 0.5億円 0.5億円 0.5億円

1.5億円

数
値
目
標

26年度 27年度 28年度 29年度
見直し
がなさ
れた事
業割合

82％ 83％ 84％ 85％

87.8%

28年度 29年度
工
　
　
程

当初予定

26年度 27年度 28年度 29年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度 27年度

1-2 「みんなの審査会」の実施

実
施
内
容

市民参加型事業評価として、より有効な議論が行える仕組みづくりや事業選定方法、審査結果の反映
方法等について改善を行い、市民目線を取り入れた効果的・効率的な事務事業の見直しにつなげる。

目
標
「改善率」（見直しがなされた事業の割合）の向上
平成２４年度　８０％　→　平成２９年度　８５％以上

総務 局 行政 部 行革推進 課

「みんなの審査会」の改善実施 

開催日数・事業数の見直し 

事業選定基準の見直し 

事業選定に各局・区提案等

の導入 

○ 
「みんなの審査会」実施 

より有効な議論ができる仕組みや事業選定方法等の検討 

「みんなの審査会」の改善実施 

○ 
「みんなの審査会」実施 

○ 
「みんなの審査会」実施 

事業数の見直し 

● 
「みんなの審査会」実施 

所管課ヒアリング 所管課ヒアリング 所管課ヒアリング 所管課ヒアリング 

審査結果を踏まえた事業の改善促進 

審査結果を踏まえた事業の改善促進 


